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卓

1862年， r小散文詩J Petits Po鑪es en Prose の総題の下，ボードレールは計二十六篇

の散文詩を準備し，うち二十篇が， 8 月から 9 月にかけ三度にわたり「ラ・プレス J La 

Presse紙に分載発表される(六篇は「校正刷J{句reuve}の形で、残されている)。その序文

をなす，編集長アルセーヌ・ウッセ- Ars鈩e Houssaye への献辞における，新たな試み

についての確固たる認識，またボードレールが生涯残した全散文詩の約半分を占める作品

数からも，「ラ・プレス」の二十六篇の持つ重要性は明白である。ここに行き着くまでの散

文詩制j下の過韓を明らかにすることが今回の研究の目差すところである。

さてボードレールは， 1855年に初めて「フォンテーヌブローJ Fontainebleαu という諸

家文選に二篇の散文詩を公表してから 1862年に至るまで， 1857年の「現在J Le Présent 紙

に六篇(うち新作四篇)， 1861年の「幻想、派評論J Re1'ue fantαisiste 誌に九篇(新作三篇)

を発表しているが，先ず，その各々の掲載時の作品群を一つのまとまりとして捉え，個々

の作品の分析とともに，その全体的構成がどのように変化して行くかを考察し，続いてそ

の成果を踏まえた上で， r計画J Les Projets , r時計J L' Horloge 二篇のヴアリアントの

分析を通して，「ラ・プレス」へと至る展開の理解を一層確かなものとしたい。

「フォンテーヌブ口一J(1855) 

この文集は，「森の男J(forestier} たるドゥヌクール Denecourt に捧げられ，自然の讃美

をそのテーマとしたものだが，この時ボードレールは『二つの薄明..IJ Les Deux Cr句us­

cules の総題を付し，編集者デノワイエ Desnoyers に宛てた手紙に続けて『夕べJ Le Soir. 

『朝J Le Mαtin の二つの韻文詩篇(それぞれ『夕べの薄明.!l Le Cr駱uscule du soir , 

『朝の薄明.D Le Cr駱uscule du matin のこと) ，それから『夕べの薄明.11 Le Cr駱uscule 

du soir, r 孤独J La Solitude という初めての散文詩作品を寄稿する。ところがこの『二

つの薄明』の総題は，実際には韻文詩二篇の方を指し示しているのである。散文詩の主題

が韻文詩のそれと同じであることから，ボードレールは，同一の主題を異なる形式で表現

する実験を行なったと考えられ，この傾向は1857年まで続く。散文詩の最初の試みとして

だけでもこの二篇は特筆すべき重要性を持っているが，その主題の選択にむいてもまた，

後の散文詩を予告するものがある。すなわちこの散文詩を含め『二つの薄明」全体が，白
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然の讃美という文集の目的とは全く逆に 都市が生み出すポエジーをその主題としている

のである。このことは編集者宛の手紙にも窺える。

Dans le fond des bois , enferm� sous ces vo皦es semblables � celles des 

sacristies et des cathédrales , je pense � nos 騁onnantes villes , et la prodiｭ

gieuse mus�ue qui roule sur les sommets me semble la traduction des la-
(l) 

mentations huma ines 

二篇の韻文詩の方もブロザイックな作品で.同じく都市の情景が扱われている。そして

この二篇は，『悪の華.!I Les Fleurs du Mal再版 (1861年)においては，新たに設けられ

た『パリ風景.JI T，αble αux parisiens の章に入れられ，特に『朝の薄明』は章をしめくく

る重要な位置を与えられることになる。この章はその名が示す通り首都がテーマとなって

おり，その時期の散文詩篇ときわめて密接な関係にあることからも，この時の二篇の韻文

詩は，後の散文詩の中心テーマを先取りしていると言えるだろう。また，「フォンテーヌプ

ロー」という文集の構成自体もこの上なく示唆的である。なぜなら，前半部(韻文作品)

と後半部(散文作品}とのこ部から成るこの文集にわいて，ボードレールは前半部の最後

に登場する。すなわち散文詩篇は 韻文作品と散文作品とを繋ぐ地点、に置かれているから

である (2) 。

さで，当の二篇の散文詩は，連続しており，二つで一つの話を構成しているのであるが，

主題はともかくとして完成度は低く，習作の域を脱していないように思われる。だからこ

そこの二篇は，その後何度も手を加えられることになる。 1862年には決定的な書き変えが

行なわれ，その結果二作品の連続性は断ち切られるとともに，作品自体も大きく変わって

しまう。そしてこの変貌には，その前年に発表された三篇の散文詩，『群衆.!I Les Foules , 

『寡婦.!I Les Veuves , Ii'年老いた香具師.!I Le Vieux Sα ltinibanq，ue カ練〈関与していたの

である (3) 。

「現在J(1857) 

「フォンテーヌブローJ から 2 年後の1857年 8 月 24 日，今度は『夜の詩.Ð Po�es nocｭ

turnes の総題を冠し，『夕べの薄明.JJ， IF孤独.!I. Ii'計画.!I , IF時計.JI， Ir髪.D La Che'velure , r旅

への誘い.JJ L'Invitαtion αu voyαge (掲載)1阪)の六篇が「現在」に発表される。一見した

ところ，前作二篇の後に出来上ったものを )1恒に並べただけで構成上の配慮は欠如している

かに見えるが，そうではなく，総題が時示するように，夜，孤独にあって紡ぎ出される様

様な夢という，全体を貫くテーマが存在すると考えられるのである (4)。つまり『タベの薄

明』の冒頭部にむいて，「夜」の訪れが「内心の祝祭の合12」，「苦悶からの解放」として呈

示され15l，『孤独』では「孤独者」の得る快楽が最優位に置かれている(6) 。そして続く四篇
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には，いずれも楽園的要素に満ちた詩人の夢想が描き出されている。
(7) 

また詩人にこうした夢想を可能ならしめるものは「孤独」である 。『時計.1， 11"髪.1， r旅

への誘い』の三篇においては女性の存在が示されてはいる。が，もし万ーその存在が想像

上のものではなかったとしても，それは詩人を夢へと導くきっかけを提供するものにすぎ
"'"~_.. _L _ _ (8) 

ず，人格を供えた一個の存在として登場する試ではない 。従って四つの夢ともに「孤独」

が前提となっていると言えるだろう。

こうして見てくると， r夜の詩』の六篇が一つのまとまった詩的世界を構成していること

がわかる。しかしながら，「夜J →「孤独」→「夢」と至る展開の行き着くところは，自己

の内面世界の裡で繰り拡げられる夢想であり，その方向性は {évasion} に他ならない。し

かもその夢の世界は，時十画』と『旅への誘い』において強い疑念が表出されていることか
(9) 

らも明らかなように ，実に脆弱で、段れ易い。また他のあらゆる陶酔と同様，覚醒という

宿命からは逃れられない。詩人は夢から目覚め，再び陶酔の時を，すなわち「夜」の到来

を請い願うことになる。かくして円環は閉じられる。『夜の詩』のこのような構造は，やは

り同年 6 月 25 日に上梓された『悪の華』初版を強く反映していると思われる。読者に呼び

かける序詩及ひ寺五つの章に周到に配置された百の詩篇から成る『悪の華』初版は，それ自

体で完結した一つの詩的ミクロコスムを形造っている。事実，第一番目の詩篇『祝福』

Bénédiction の主題は詩人の誕生である。そしてこの百篇の最後を飾るのは『芸術家の死』

La Mort des αrtistes と題された作品であり，しかもこの詩篇の最終節では，残された

唯一の望みが再生のイメージとともに示されているのである (10)。このように， r夜の詩J , 

r悪の華』初版双方共に一個の閉じられた詩的世界を体現しており，さらに時期的にも両

者はほぼ重なり合う。未来の散文詩集の初の標題候補であるこの『夜の詩』は， 1857年 4
(121 

月 25 日付の書簡 に初めて現われ， 1861年 2 月 9 日付の書簡 をもって姿を消す。言うま

でもなく 1857年は r悪の華』初版の年，そして1861年 2 月 9 日は r悪の華』再版が上梓さ

れたその当日に他ならないのである。『夜の詩』の企では，まさしく『悪の華』初版の落し

子的性格を持っと言える (130

「幻想派評論J(1861) 

さて，次に散文詩が登場するのは， 1861年11 月 1 日「幻想、派評論」の誌上である。タイ

トルは，作品集の内容を時示させる『夜の詩』から，形式それ自体に対する意識を如実に

表わす r散文詩J Po�es en Prose となる。この新たな冠の下，旧作の六篇に続けて新

作が三篇， r群衆J ， If'寡婦.1， r年老いた香具師』の順で置かれ，結局計九篇が掲載される。

この時初めて発表された三つの散文詩は，旧作とは趣きを異にした作品群であり，大都

市における無名の他者との関わり合い，さらにはその中に生まれる新しいポエジーが主題

となっているのである。都市を漫歩する詩人は，孤独に踏み止まりつつも，偶然遭遇した

人物あるいは事物の中に入り込みそれについての「伝説」〈16gende〉 {14) を作り上げる。こう
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した詩人の行為をボードレールは r群衆』の中で「神聖な売春J 〈 sainte prostitutioni15i>

と呼んで称揚しているのだが，続< r寡婦J ， r年老いた香具師』の二篇は，その実例とし

て読むことができる。すなわち前者では，詩人は先ず孤独な年老いた寡婦の，次に貧しい

が上品な子供連れの寡婦の後を執劫なまでに追い，観察し，それぞれの生活，人生を思い

描き (la，後者においては，にぎわう縁日の片隅に件む悲惨な老辻芸人の姿を，まさに未来
の自分の姿として受けとめ，その生を再構成し，追体験するのである問。この三篇が新た
に加わることによって，か勺ての『夜の詩』における統一的な詩的宇宙は完全に崩れ，外

へと向って大きく開かれることになる。

r夜の詩』から r散文詩』へのこうした経緯は， r悪の華』初版から再版へと至る経緯とま

さしく軌をーにしている観がある。堅固な構成を持った『悪の華』初版 (1857年)が，同

年の裁判によって有罪判決を受け六篇の詩の削除を命じられた後，ボードレールは捲土重

来を期し， 1861年に新しく三十五篇を加えて r悪の華』再版を世に問うのであるが，ごの

再版を特徴付けるものは何よりも先ず，新設された rパリ風景』の章であろう。新作の詩

篇がその多くを占めるこの章は，先の散文詩三篇と同様の狙いを持っており，ユゴーに献

ピた三篇『白鳥J Le Cygne , r七人の老人J Les Sept Vieillards , r.小さな老婆たち』

Les Petites Vieilles をはじめとして，都市の生活が生み出す独自のポエジーが描かれ

ているのである。そしてこの章の追加によって詩集全体の性格も変化を遂げ，他の諸要素

も相侠って， r悪の華』再版は，初版の統一性は失ったもののd よりダイナミックな構成を

備えた聞かれた詩集として機能するに至る。このように『悪の華』初版と「現在」の『夜

の詩J (1857年) ，そして『悪の華』再版と「幻想、派評論」の r散文詩J (1861年)は，明らか

にパラレルな対応関係にあると言えるのである。

「ラ・プレスJ (1862) へ

1857年から 1861年にかけての数年間は，ボードレールの関心が，韻文詩から散文詩の方
守(1$

へと移行して行く大きな節目をなしているのだか ，直接的には1861年の『群衆』をはじ

めとする三篇こそ，ボードレールに自らの散文詩制作の明確な展望と自信とを獲得させた

最も重要な作品群であると言える。というのもこれが引き金となって翌1862年，一挙に二十

六篇もの散文詩が「ラ・プレス」掲載のために用意されたと考えられるからである。 1861

1芋末ウッセーに宛てて書かれたこ通の手紙が，このあたりの経過を教えてくれる。先ず12

月 20 日頃の手紙には， r光と煙J Lα Lueur et l a Fumée という黄昏時の都市を想起きせ
(19) 

るタイトルが呈示され ，またクリスマスに書かれた手紙には，前年の三篇を紡備させる

r孤独な散歩者J Le Promeneur solitaire, rパリの遁遁者J Le R�eur Parisien がタ
(20) 

イトルの候補として挙げられているのである 。特に「孤独な散歩者」という表現はその
信1)

まま r群衆』にも使われており ，ボードレールが，散文詩集の標題を模索するにあたっ

て， r群衆』以下の三篇を念頭に置いていたことは明らかであろうと思われる。
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結局，「ラ・プレス」発表の際には，タイトルとして，主題を指し示す種類のものは避け

られ，その形式の方により重点を置いた『小散文詩』が採られるが，その作品群の多くは

首都を題材としているのである。そして編集長ウッセーに献じられた序文において，新し

い試みに対する明確な理念が打ち出されることになる。この序文では次の二つの点が特に

強調されている。その一つは，散文詩集という形式に起因する性格についてである。

Enlevez une vert会bre ， et les deux morceaux de cette tortueuse fantaisie se 

rejoindront sans pe�e. Hachez-la en nombreux fragments , et vous verrez que 

chacun peut exister � part. Dans l'esp駻ance que quelques-uns de ces tronｭ

輟ns seront assez vivants pour vous plaire et vous amuser , j' ose vous 
(22) 

d馘�r le serpent tout entier 

この「輪切りの蛇J (tronçons) の喰えは，ボードレールの散文詩集の「ラプソデイツク」
(24) 

(rhapsodique ~U') な特性を実に巧みに言い当てていると思われる 。また，もう一つの点

は，作品群を貫くモチーフに関してであり，これらの散文詩が都市を背景に成立している

ことが明言されている。

Quel est celui de nous qui n'a pas , dans ses jours d'ambition , r黐� 1 e miｭ

racJe d'une prose poétique , musicale sans rhythme et sans rime , assez souｭ

ple et assez heurt馥 pour s'adapter aux mouvements lyriques de )' âme , 

aux ondulations de la rêverie , aux soubresauts de la conscience ? 

C'est surtout de la fr駲uentat�n des v�les énormes , c'est du croisement 
α51 

de leurs innombrables rapports que na羡 cet id饌l obs馘ant--. 

序文における形式と内容についての記述は，相互に密接に関わり合っているのである杭

先の引用にも見られる通り，とりわけ後者に関しては， 1861年の三篇をそのまま引き継い

でいると言えるだろう。また，この三篇の重要性はこれだけに止まらなし ~o 1857年「現在J

に発表の六篇のうち，同題，同テーマの韻文詩篇を持つ『髪..Q (1862年には r髪の中の半球』

Un h駑isph鑽e dans une chevelure に改題)， U'旅への誘い』を除く四篇は，この「ラ・

プレス」に至って大きく変容を遂げるが，その全てが多かれ少なかれ前年の三篇の影響を

色濃く反映しているのである。その中で今回は， r計画』と『時計』について考察を加えて

おきたい。

『計画』の変容

この散文詩は「ラ・プレス」のために準備されたものの結局日の目を見ず，その「校正
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刷」が残されている作品の一つである。最初「現在」に発表された後，「幻想派評論」にも

掲載され，この「ラ・プレス」の後も決定稿に至るまで二度雑誌に顔を出しており，計六

つのテクストが存在する。前三者の聞にはきしたる相違はなく，また後三者の間もまた然

りであるが，前三者と後三者とは大いに異なっている。つまり 1862年の「ラ・プレス」に

至ってこの散文詩には重大な変化が生ビるのである。それ以前のテクストでは，恋人と暮

すべき理想の場所についての夢想が三つそのまま描かれていたのに対し，「ラ・プレス」の

稿では，その夢想の部分が全部ギュメでくくられ，その各々が，往来を遊歩する者が偶々

目にした光景に触発されて作り上げた夢想であることが明示される。

Il se disait en se promenant dans un grand parc solitaire: (Comme elle 

serait belle dans un costume de cour compliqu� et fastueux , descendant, � 

travers l'atmosph鑽e d'un beau soir , les degr駸 de marbre d'un palais , en 

face des grandes pelouses et des bassins! Car elle a naturellement l' air 

d'une princesse.) 

En passant plus tard dans une rue , il s 'aI・ rèta devant une boutique de 

gravures , et, trouvant dans un carton une estampe repr駸entant un paysage 

tropical , il se dit: {Non , ce n' est pas dans un palais que je voudrais 
I2Q 

poss馘er sa ch鑽e vie. (…) ~-) 

かくしてこの散文詩は， 1861年の三篇にきわめて接近することになる。また， r寡婦』や

『年老いた香具師』において人間の方に向けられていた詩人の想像力は，ここではものに

端を発しているのだが，これも『群衆』における「神聖な売春」とは矛盾しない。次の引

用文中の (l'imprévu) ， {1' inconnu}は，そのように捉えることも可能であると思われるか

である。

Ce que les hommes nomment amour est bien petit, bien restreint et bien 

faible , compar� � cette ineffable orgie , � cette sainte prostitution de l'穃e 

q ui se donne tout entière , po駸ie et charité , � l'impr騅u qui se montre , � 
也前

l'inconnu qui passe 

さて r計画』では，詩人の夢想とそれを生み出す現実の場とが交互に「遊歩J{flânerie}

のリズムを伴って書かれているが，ボードレールが企てた散文詩集自体もそうした効果を

狙っていたのではなかろうか。序文の一節には，この詩集の「読みJ {lecture} すらも「遊

歩」のリズムに従つてなされることが示されている。
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Considérez , je vous prie , quelles admirables commodit駸 cette combinaison 

nous offre � tous , � vous , � moi et au lecteur. Nous pouvons couper Oﾙ 

nous voulons , moi ma rêverie , vous le manuscrit. le lecteur sa lecture; car 

je ne suspends pas la volont� r騁ive de celui-ci au fil interminable d'une 
白血

intrigue superflue-~ 

さらに小散文詩集の比喰として「蛇」が用いられていたことを想い起そう。当然，その

形態や動きから迷宮のような曲りくねった路地が連想されるし，同時に「遊歩」のイメー

ジも浮ぷ。「遊歩者J (flâneur) は本来特別の目的というものを持たず，好む時に立ち止ま

り，夢想し，夢想を中断してまた歩き始めるのである。この「遊歩」は，先に考察した序

文における二つのポイント，すなわちラプソデイックな形式と都市という主題とをまさし

く兼ね備えていると言える。

このように『計画』は「ラ・プレスJ において全く相貌を変えてしまうのであるが四，
この変化はボードレールの散文詩制作の過程において必然的に生じたものであり，これに

はその前年の三篇の散文詩が不可分に関わっているのである。

『時計』の変容

『時計』も『計画』と同様， 1857年， 1861年と発表され，「ラ・プレスJ には1862年 9 月

27 日に掲載される。「ラ・プレス」の稿は決定稿と殆んど同じであるが，やはりそれ以前の

稿とは大きな隔りがある。もともとこの散文詩は，中国人が猫の眼の中に時間を読み取る

ように自分はいとしい恋人の眼の中に永遠の時を見るという話で，恋人の肉体の一部によ

って喚起される楽関的な陶酔の世界という点で， r髪J. r旅への誘い』と同系列の作品であっ

た。『夜の詩J (1857年)の時点、では，これらは全て閉じられた内面世界に描き出された夢で

あったのだが，この散文詩は，「幻想、派評論」を経て「ラ・プレス」に至り，その枠を打ち

破ってしまうのである。その原因の全ては，新しく書き足された最終部にある。

N'est-ce pas , madame , que voici un madrigal vraiment méritoire , et aussi 

emphatique que vous-m麥e? En vérité , j' ai eu tant de plaisir � broder 
(30) 

cette pr騁entieuse galanterie que je ne vous demanderai rien en 馗hange 

旧稿が(Oui ， je vois l'heure; il est l'Eternité!) と夢のまま終っていたのに対し，

「ラ・プレス」のテクストでは，この最終部のおかげで永遠の世界は見事にひっくり返り，

読者は現実へと引き戻されてしまう。このオチがつくことによって，今までの話はある婦

人のために詩人が作り上げた嘘の話であったということが暴露される訳である。

こうした閉じられた世界の打破，統一性の破棄は，ボードレールの散文詩の特徴でもあ
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るが， 1857年の六篇に新しく三篇が1861年に加わることによって生じた結果を反映してい

るとも言えるのではあるまいか。また，突然の語調の変化や意外な結末の効果は，ウッセ

ー宛の序文においてボードレールが語っている「詩的散文の奇蹟」の実現を目差したもの

に他ならない則。

以上，「フォンテーヌブロー」から「現在J ， r幻想派評論」そして「ラ・プレス」へと至

る過程を検証し，その中でも特に1861年の三篇 r群衆J ， r寡婦J ， r年老いた香具師』が重

要な位置を占めることをあらためて確認した。それとともに， r計画J ， r時計』の二篇もそ

うした過程に沿った変容を遂げていることが明らかとなった。今後の諜題は，「ラ・プレス」

の他の作品の考察を含め，それ以後の散文詩の展開を検討することにある D

注

本文中に引用するボードレールの作品は下記の諸版によっており，全て発表当時のテク

ストを再現している。また詩作品に関しては，新版のプレイヤッド版全集及びコナール版

全集を終始参考にした。

0散文詩篇: B AUDELAIRE , Petits Po�es en Pròse, 馘ition critique par Robert 

Kopp, Jos� Corti , 1969. (PPP と略記)

0韻文詩篇: BAUDELAIRE. Les Fleurs du Mal, 馘ition critique Jacques CREPETｭ

Georges BLIN refondue par Georges BLIN et Cl炒de PICHOlS, Tome l, Jos� Corｭ

ti , 1968. (FM と略記)

0 その他の作品: B AUDELAIRE , æ仰向s complètes, texte établi , pr駸ent� et annot� 

par Claude PICHOIS, Gallimard , (Bibliothるque de la Pléiade) , 1975 -1976, 2vol. 

(OC と略記)

0書簡: BAUDELAIRE , Correspondance générale, recueillie , class麁 et ann�麁 par 

Jacques CREPET et Claude PICHOJS , Louis Conard , 1947-1953 , 6vol. (CGと R各記)

(引用の際，上記の略号に続くローマ数字はその巻数を，アラビア数字はその頁数をそれ

ぞれ示している。)

(1) CG, 1, 323. 

(2) 筑摩書房版ボードレール全集第一巻 r悪の華J(1983) の阿部良雄氏の註解を参照

(572ページ)。

(3) これについては以下の拙論を参照。

・「ボードレールの散文詩『タベの薄明』に関する考察ー「ラ・プレスJ 紙の「校正
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刷」をめぐって一'J，大阪大学文学部， r待兼山論叢』第16号， 1982. 

・「ボードレールの散文詩『孤独』に関する考察ー「ラ・プレス」紙の「校正刷」を

めぐって一J，大阪大学フランス語フランス文学会， GALLIA XXI-XX n, 1983. 

(4) この「現在」への掲載は「以下次号」の但し書きにもかかわらず中断してしまう。

ボードレール自身に継続して発表する意志はあったとは思われるのだが，この時他の

散文詩が制作された可能性は，後の発表経過を鑑みるならば，きわめて薄いと言える。

従ってこの六篇を独立した一つのグループとして考察の対象とすることは充分妥当性

を持つと考えられる。

(5) PPP, 66. 

(6) 特にその最終部 (PPP， 70) を参照。

(7) ボードレールにあっては，孤独と芸郁I創造とは緊密な関係がある。この点について

は拙論「ボードレールの散文詩『孤独』に関する考察」を参照。

(8) まさしくこの意味で女性の役割は阿片の役割に似る。事実『髪J ， r旅への誘い』に

は阿片についての言及が認められる。

(9) r計画についてはi強制を参照。

(10) N' ont qu' un espoir , 騁range et sombre Capitole ! 

C' est que la Mort, planant comme un Soleil nouveau , 

Fera s' 駱anouir les fleurs de leur cerveau ! (FM, 252). 

(日) CG , n, 41. 

(12)表題こそは r夜の詩J であるが，ここにはベルトランの詩集も登場し，散文詩というジ

ャンルに対する意識の深まりが窺える。

4. -Po忌mes nocturnes (Essais de po邑sie 1 yrique en prose , dans le genre 

de Gaspard de la Nuit). {…) 

Po�es nocturnes. Longueur ind馭inie. (CG， 皿， 245). 

(13) r夜の詩』六篇のうち『計画』と r時計』を除く四篇には，それぞれ主題を同じくす

る韻文詩篇が存在する。すなわち rタベの薄明J ， r孤独』は，『フォンテーヌプロー」

に同時に掲載された rタベの薄明J ， r朝の薄明』と対応しているし， r髪J ， r旅への誘

いJ は問題，同内容の韻文詩を持つ。しかしながらこれ以後，韻文詩と明白な関連を

持つ散文詩は現れない。ジャンルに適合した主題が盛られて行くようになるのである。

(14) r寡婦J (PPP , 32) 及び1863年発表の『窓J Les Fen黎res (PPP, 111) において

使われている表現。特に後者では，そうした「伝説」の創造が主題となっている。

(15) 注聞の引用文を参照。

(1日特にその第三パラグラフ (PPP， 33 -34) を参照。

(1司最終パラグラフ (PPP， 40) を参照。

(18) ちょうどこの頃 r現代生活の画家J Le Peintre de la vie moderne 及び『人工楽
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園.ø Les Parαdis αrtificiels などが執筆されており，いずれも散文詩と密な関わり

を持つ。

(1到 CG， 1V, 33. 

(20) CG, 1V, 28. 

白1) その第四パラグラフ (PPP， 31) を参照。

也:2) ppp, 7. 

(23) ボードレールは1866年 1 月 15 日付サント=ブーヴ宛の書簡 (CG， V , 215) で，『パリ

の憂欝.! Le Spleen de Paris について説明する際この語を用いている。また r人工

楽園』の一節ではこの語に次のような明確な定義を与えている。

し.); mais le mot rapsodiq,ue, qui d馭init si bien un train de pens麁s 

sugg靡� et command� par le monde ext靡ieur et le hasard des circons ・

tances , est d'une v駻it� plus vraie et plus terrible dans le cas du hasｭ

chisch. Ici , le raisonnement n' est plus qu'une 麪ave � la merci de tous 

les courants , et le train de pens馥s est infiniment plus acc駘駻� et plus 

Tαpsodiq，ue. (OC , 1 , 428). 

凶 Petits Po鑪es en Prose という表題は，こうした散文詩の形式的特性を意識し

ていると考えられる。つまりー篇ー篇は蛇の小さなコマ切れのようではあるが，全体

として一匹の蛇を体現しているのである。『序文草案J Cαne叩s de la Dédicαce (P 

pp, 161) における Les 66 という案にも同様の意識が窺い知れる。一方 Lα Lueur

et la Fumée , Le Promeneur solitαire ， R�eur Parisien さらには Le Spleen 

de Paris といった系列はその内容を反映しているのである。

白日 ppp, 8. 

0日 ppp， 71. 

(27) ppp, 32. 

e助 ppp， 7. 

側 旧稿の最後の部分には，夢に対する苦い感情が覚醒と同時に表出されていた。(ヲ|用

は1857年のテクスト)

..Le r黐e ! Le r黐e! toujours le r黐e maudit! 一一 il tue l' action et 

mange le temps !一一 Les r黐es soulagent un moment la b黎e d黐orante qui 

s'agite en nous. C'est un poison qui la soulage , mais qui la nourrit. 

O� donc trouver une coupe assez profonde et un poison assez 駱ais 

pour noyer la B黎e ! (PPP , 74). 

が，ここに至ってこの箇所は全面的に変えられる。重苦しい閉ざされた内面での葛藤

はもはや存在しない。

Et en rentrant seul chez lui , � cette heure Oﾙ les conseils de la Sa-
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gesse ne sont plus 騁ouff駸 par les bourdonnements de la vie ext駻iｭ

eure , il se dit: {J' ai eu aujourd' hui , en rêve , trois domiciles , Oﾙ 

j' ai trouv� un 馮al plaisir! Pourquoi contraindre mon corps � 

changer de place , puisque mon 穃e  voyage si lestement? Et � quoi 

bon ex馗uter des projets , puisque le projet est en lui-m麥e une 

jouissance suffisante ?} (PPP, 73). 

S. BERNARD は，この箇所の変化を否定的に捉えているが (Suzanne BERNARD. 

Le Po鑪e en Prose , Nizet , 1959 , p.118) ，ボードレールの散文詩制作の過程を

考慮に入れるならば，むしろこれを必然的帰結として考えるべきではなかろうか。

塩崎 ppp, 45. 

(31) G. BLIN も同様の見解 (Georges BLIN, Le Sαdisme de Baudelaire , Jos� Corｭ

ti , 1948 , p. 166) を提出している。




